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主
に
、
研
修
を
担
当
し
て
い
ま
す
副
会
長
の
大
山
で
す
。
今

年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
報
３
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
４
月
26
日
の
総
会
で
は
、
佐
藤
重
義
顧
問
か
ら
ご
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
題
は
、「
テ
ツ
旅
・
各
駅
停
車
は

格
別
‼
」
で
す
。
先
生
の
鉄
道
好
き
、
旅
好
き
は
多
く
の
方
が

ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
「
青
春
18

き
っ
ぷ
」
を
使
い
、
各
駅
停
車
で
土
崎
駅
か
ら
日
本
最
南
端
の

終
着
駅
鹿
児
島
県
枕
崎
駅
ま
で
、
先
生
が
実
際
に
行
か
れ
た
５

日
間
の
旅
行
記
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
旅
の
途
中
で
ス

ケ
ッ
チ
し
た
駅
舎
や
車
窓
か
ら
の
風
景
も
ス
ラ
イ
ド
で
映
さ
れ
、

参
加
者
の
笑
い
や
驚
き
が
絶
え
な
い
す
ば
ら
し
い
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。
研
修
担
当
と
し
て
、
有
意
義
な
研
修
に
し
て
く
だ

さ
っ
た
佐
藤
先
生
や
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
毎
年
、「
楽
し
い
研
修
会
」
を
企
画
・
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
を
ふ
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
各
駅
停
車
の
旅
・
・
・
佐
藤
顧
問
の
企
画
。「
青
春
18
き
っ
ぷ
」

を
使
っ
た
隣
県
ま
で
の
日
帰
り
旅
行
で
、
４
回
実
施
。
温
泉

に
入
っ
た
り
、
駅
前
食
堂
で
一
杯
や
っ
た
り
、
す
ば
ら
し
い

景
色
を
眺
め
た
り
の
楽
し
い
旅
で
し
た
。

○
秋
田
市
議
会
傍
聴
会
・
・
・
本
会
議
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し

ま
し
た
。
議
員
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん
は
、
さ
ぞ
や
緊
張
し
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

○
酒
蔵
探
訪
・
・
・
浅
舞
の
天
の
戸
、
中
仙
の
秀
よ
し
、
矢
島

の
天
寿
、
本
荘
石
脇
の
雪
の
茅
舎
を
訪
問
。
女
性
会
員
の
参

加
も
あ
り
、
各
蔵
の
歴
史
や
こ
だ
わ
り
を
学
び
な
が
ら
、
と

び
き
り
お
い
し
い
搾
り
た
て
の
生
酒
を
堪
能
し
ま
し
た
。
料

理
の
お
も
て
な
し
を
し
て
く
だ
さ
る
蔵
も
あ
り
、
心
も
体
も

温
か
く
な
る
研
修
で
し
た
。

○
陶
芸
体
験
・
・
・
雄
和
の
工
房
「
い
や
し
ろ
ち
」
で
、
皿
や

ぐ
い
飲
み
、
ジ
ョ
ッ
キ
な
ど
を
製
作
。「
小
学
校
以
来
の
粘

土
遊
び
だ
な
。」
と
話
す
会
員
も
い
ま
し
た
。
２
ヶ
月
後
の

完
成
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
真
剣
か
つ
和
気
藹
々
の
研
修

ぶ
り
で
し
た
。

○
ア
ト
リ
オ
ン
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
・
・
県
主
催
の
行

事
で
す
が
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
独
唱

な
ど
、
県
内
外
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
音

楽
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

○
赤
れ
ん
が
郷
土
館
開
設
講
座
・
・
・
木
版
画
、
和
綴
じ
製
本
、

銀
線
細
工
な
ど
の
講
座
や
「
赤
れ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
紹

介
し
ま
し
た
。

○
秋
田
の
名
酒
飲
み
比
べ
会
・
・
・
県
内
各
地
の
、
普
段
は
飲

め
な
い
よ
う
な
お
い
し
い
名
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
近
況
を
語

り
合
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
現
職
の
校
長
先

生
３
名
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
楽
し
い
研
修
を
企
画
す
る
際
は
、
本
会
会

則
第
２
条
の
「
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
こ

と
を
第
一
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
後
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
入
会
員
の
減
少
が
続
い
て
い
る
現
在
、

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
本
会
が
現
職
や
役
職
定
年

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
会
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
研
修
も
内
容
や
期
日
等
を
工
夫
し
、
よ
り
多
く

の
会
員
や
現
職
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
親
睦
を
深
め
た
い
と
思

う
も
の
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ

右
に
載
っ
て
い
る
私
の
似
顔
絵
で
す
が
、
今
話
題
に
な
っ
て
い

る
Ａ
Ｉ
が
作
製
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
学

ぶ
研
修
も
お
も
し
ろ
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

も
、
こ
ん
な
研
修
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
ご
希
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
度
現
職
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
、
秋
田
市
内
全
小
・
中
学
校
の

校
歌
を
収
集
し
、
秋
田
県
退
職
校
長
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
秋
田
市
欄
に
掲
載
し

て
、
広
く
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
、
各
校
の
す
ば
ら
し
い
校

歌
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
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月　

日
　
　
　

事　
　
　
　
　

項

　

四
・　

六　

第
一
回
幹
事
会
（
県
・
市
合
同
）

　

四
・
一
八　

会
計
監
査

　

四
・
二
十　

第
二
回
幹
事
会
（
県
・
市
合
同
）

　

四
・
二
七　

理
事
会　

総
会　

演
奏
会　

懇
親
会

　

六
・
二
二　

第
三
回
幹
事
会
（
県
・
市
合
同
）

　

七
・
二
七　

会
報
「
掬
水
」
第
52
号

　
　
　
　
　
　

「
楽
し
い
研
修
」
案
内　

発
送

　

八
・　

二　

現
職
校
長
会
と
の
打
ち
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
（
教
育
懇
談
会
の
協
議
題
等
に
つい
て
）

　

九
・
二
八　

第
四
回
幹
事
会
（
県
・
市
合
同
）

　

十
・
二
六　

楽
し
い
研
修

　
　
　
　
　
　

「
酒
蔵
探
訪　

雪
の
茅
舎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
加
者　

６
名
）

十
一
・
一
六　

第
二
十
九
回
現
職
・
退
職
校
長
会

　
　
　
　
　
　

教
育
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
（
参
加
者　

現
職
35
名　

退
職
22
名
）

　

一
・
一
一　

第
五
回
幹
事
会
（
県
・
市
合
同
）

　

一
・
一
四　

校
歌
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ン
グ
保
存
へ
の

　
　
　
　
　
　

協
力
依
頼
文
書
の
発
送

　

一
・
二
五　

楽
し
い
研
修

　
　
　
　
　
　

「
秋
田
の
銘
酒
飲
み
比
べ
会
」

　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
19
名 

退
職
16
名 

現
職
３
名
）

　

一
・
三
十　

現
職
校
長
会
へ
入
会
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
藤
会
長　

出
席
）

　

二
・
二
二　

第
六
回
幹
事
会
（
県
・
市
合
同
）

　

三
・
二
二　

会
報
「
掬
水
」
第
53
号

　
　
　
　
　
　

「
令
和
七
年
度
総
会
」
案
内　

発
送

一　

幹
事
会　

年
六
回

二　

会
計
監
査　

四
月
十
七
日（
土
）

三　
理
事
会 

総
会 

講
演
会 

懇
親
会 

四
月
二
十
六
日（
土
）

四　

会
報「
掬
水
」第
54
号
発
送　

七
月
二
十
六
日（
土
）

五　
「
楽
し
い
研
修
」　

八
月
～
二
月

六　
現
職・退
職
校
長
会
教
育
懇
談
会 

十
一月
十
五
日（
土
）

七　

現
職
校
長
会
への
入
会
案
内　
二
月
二
日（
月
）

八　

会
報「
掬
水
」第
55
号
HP
に
掲
載 

三
月
二
十
八
日（
土
）

九　

校
歌
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ン
グ
保
存
事
業　

通
年

十　

叙
位
叙
勲　

随
時

十
一
慶
弔　

随
時

　

始
め
に
伊
藤
栄
二
会
長
か
ら
会
員
同
士
の
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
く
こ
と
、
Ｈ
Ｐ
の
開
設
や
来
年
度
の

第
52
回
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
秋
田
大
会
に

向
け
て
の
準
備
等
を
含
め
て
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
鈴
木
公
平
秋
田
市
教
育
委
員
会
教

育
次
長
か
ら
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
増
加
や
教
員

の
欠
員
配
置
の
厳
し
さ
等
の
秋
田
市
教
育
の
課
題
と

対
策
を
含
め
て
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

同
じ
く
来
賓
の
大
山
裕
秋
田
市
中
学
校
長
会
会
長

か
ら
は
、
役
職
定
年
に
伴
い
小
・
中
校
長
の
約
四
割

が
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
や
学
校
経
営
上
の
諸
課
題
を

含
め
て
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

議
事
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
を
中
心

に
、
事
務
局
か
ら
の
説
明
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。
会
員
数
の
減
少
で
予
算
面
は
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
三
月
発
行
の
会
報
を
Ｈ
Ｐ
掲
載
に
す
る

な
ど
簡
素
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
簡
素
化
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
総
会
出
席
者
は
、
二
十
九
名
と
昨
年
度

よ
り
増
え
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
来
年
度
は
、
よ
り

総
会
出
席
者
が
増
え
る
よ
う
に
声
を
掛
け
合
っ
て
い

き
た
い
。

令
和
六
年
度   

会
務
報
告

令
和
七
年
度   

事
業
計
画

顧　
　

問　
　

佐
藤　

重
義　
　

千
葉　
　

昭

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

俊
彦　
　

高
橋　

一
郎

会　
　

長　
　

伊
藤　

栄
二

副
会
長　
　

米
澤　

喜
彦　
　

大
山　

重
幸

監　
　

事　
　

鶴
田　

悦
子　
　

高
橋
ゆ
り
子

理　
　

事　
　

羽
川　
　

誠　
　

斉
藤　

孝
雄

　
　
　
　
　
　

三
條　

正
弘　
　

高
橋　

澄
雄

　
　
　
　
　
　

茜
谷　

英
也　
　

千
葉　
　

学

　
　
　
　
　
　

髙
田　
　

均

県
代
議
員
（
市
選
出
）

　
　
　
　
　
　

三
條　

正
弘　
　

鎌
田　

寿
和

　
　
　
　
　
　

千
葉　
　

学　
　

茜
谷　

英
也

幹
事
長　
　

加
賀
美
俊
一

幹　
　

事　
　

阿
部　

英
子　
　

鈴
木　
　

巧

　
　
　
　
　
　

角
田　
　

昭　
　

今
田　

智
範

　
　
　
　
　
　

佐
川　

喜
一　
　

濱
松　
　

寿

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
康
二　
　

工
藤　

絹
子

　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

透　
　

越
中
谷
俊
悦

　
　
　
　
　
　

工
藤　
　

隆　
　

加
賀
谷　

亨

県
事
務
局
長　
　

石
郷
岡
仁
司

県
理
事
（
市
選
出
）

　
　
　
　
　
　

羽
川　
　

誠　
　

濱
田　
　

眞

　
　
　
　
　
　

大
山　

重
幸

小
学
校
校
長
会
長

　
　

秋　

田　

市　

木
谷　

光
男
（
明
徳
小
）

　
　

秋　

田　

県　

伊
藤　
　

学
（
築
山
小
）

中
学
校
校
長
会
長

　
　

秋
田
県
・
市　

大
山　
　

裕
（
泉
中
）

令
和
七
年
度 

秋
田
市
退
職
校
長
会 

総
会

　
　
日
時
：
四
月
二
十
六
日
（
土
）
14
時
10
分

　
　
会
場
：
協
働
大
町
ビ
ル　
６
Ｆ　
千
秋
の
間

令
和
七
年
度
　
役
　
員
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演
題　「

テ
ツ
旅
・
各
駅
停
車
は
格
別
‼
」

　
　
　
　
　
　
　
秋
田
市
退
職
校
長
会

顧
問
　
佐
藤
　
重
義 

氏

　

今
年
度
は
、
秋
田
市
退
職
校
長
会
顧
問
佐
藤
重
義

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
楽
し
く
テ
ツ
旅
の
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
は
、「
六
角
精

児
の
呑
み
鉄
本
線
・
日
本
旅
」
を
は
じ
め
、
様
々
な

角
度
か
ら
鉄
道
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
番
組
が
放
映
さ

れ
る
な
ど
、
鉄
道
に
対
す
る
関
心
や
利
用
が
再
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
先
生
は
、
か
ね
て
よ
り
熱
望
し
て
い
た
テ
ツ

旅
を
、
70
代
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、
公
営
、
第
三
セ
ク

タ
ー
の
全
て
の
鉄
道
を
制
覇
し
ま
し
た
。
既
に
廃
線

と
な
っ
た
路
線
や
廃
駅
と
な
っ
た
駅
舎
も
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
当
時
の
様
子
を
記
録

し
て
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
先
生
は
、
乗
り
テ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
描
き
テ

ツ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
鉄
道
愛
に
溢
れ
た
佐
藤

先
生
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
私
た
ち
を
テ

ツ
旅
に
誘
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

１　
地
名
、
駅
名
の
不
思
議
、
難
読
駅
名
の
紹
介

　

ど
う
や
っ
て
付
け
た
の

か
？
テ
ツ
旅
の
魅
力
の

一
つ
は
、
読
め
な
い
名
前

の
駅
が
全
国
に
は
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
で
す
。
一
番

多
い
の
が
北
海
道
。
ア
イ

ヌ
語
に
由
来
す
る
駅
名
が

多
い
た
め
で
す
。「
比
布

（
ぴ
っ
ぷ
）
駅
」「
和
寒

（
わ
っ
さ
む
）
駅
」
な
ど

で
す
。

２　
行
っ
て
み
よ
う

　

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
よ
り
、
在
来
線
は

廃
線
ま
た
は
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
な
る
可
能
性
は

高
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
伴
い
廃
駅
と
な
る
駅
舎
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
の
中
に
名
駅
舎
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
本
当
に
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
全

国
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
今
な
ら
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会

に
、
ご
参
会
の
皆
様
は
ぜ
ひ
鉄
道
の
旅
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

３　
い
ざ
土
崎
駅
か
ら
枕
崎
駅
へ

　
　
　
～
日
本
最
南
端
の
終
着
駅
を
目
指
し
て
～

　

い
よ
い
よ
テ
ツ
旅

の
始
ま
り
で
す
。
ス

ラ
イ
ド
に
登
場
す
る

ス
ケ
ッ
チ
は
、
全
て

佐
藤
先
生
の
臨
場
感

た
っ
ぷ
り
の
手
書
き

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

出
発
前
に
日
本
最

北
端
の
駅
、
稚
内
駅

の
新
旧
駅
舎
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。
旧
駅
舎

は
国
鉄
型
の
駅
舎

で
、
旧
秋
田
駅
と

そ
っ
く
り
で
し
た
。

い
よ
い
よ
一
日
目
を

土
崎
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
土
崎
駅
は
、
名

駅
舎
百
選
の
一
つ
と
し
て
有
名
な
駅
舎
で
す
。
橋
上

駅
の
新
潟
駅
、
花
火
で
有
名
な
長
岡
駅
を
経
由
し
、

人
気
の
あ
る
飯
山
線
で
善
光
寺
へ
の
入
り
口
長
野
駅

に
到
着
で
す
。

　

二
日
目
は
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
で
有
名
な
人
気
駅

姨
捨
駅
を
堪
能
し
、
名
古
屋
駅
、
関
ヶ
原
駅
を
経
由
、

瀬
戸
内
海
を
眺
め
な
が
ら
広
島
駅
、
厳
島
神
社
を
遠

く
に
見
渡
し
な
が
ら
タ
ワ
ー
の
光
が
ま
ぶ
し
い
下
関

駅
へ
。

　

三
日
目
は
、
関

門
海
峡
を
渡
り
、

門
司
駅
で
レ
ト

ロ
な
雰
囲
気
と

門
司
港
ビ
ー
ル

を
満
喫
。
若
戸

大
橋
を
眺
め
な

が
ら
、
博
多
駅

へ
。
ワ
イ
ド
ス
ク

リ
ー
ン
ス
ケ
ッ

チ
で
筑
後
川
昇

開
橋
を
渡
り
、
長

崎
新
幹
線
「
か
も

め
」
で
、
路
面
電

車
が
楽
し
い
長
崎
駅
へ
。
そ
の
後
、九
州
新
幹
線
で
、

石
炭
で
有
名
な
大
牟
田
駅
、
思
い
出
深
い
薩
摩
川
内

駅
を
経
由
し
、
鹿
児
島
中
央
駅
に
到
着
で
す
。

　

四
日
目
は
、
い
よ
い
よ
最
南
端
の
終
着
駅
枕
崎
駅

へ
。
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
指
宿
枕
崎
線
で
、
半
日
か

け
て
つ
い
に
ゴ
ー
ル
で
す
。
枕
崎
駅
の
背
景
に
見
え

る
ス
ー
パ
ー
で
昼
食
を
購
入
し
、
待
合
室
で
乾
杯
！

そ
し
て
午
後
か
ら
は
、
鹿
児
島
中
央
駅
に
折
り
返
す

途
中
で
指
宿
駅
に
降
り
立
ち
、指
宿
砂
む
し
温
泉
で
、

旅
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
か

ら
は
、「
最
北
端
の
駅

か
ら
最
南
端
の
駅
ま

で
、
実
際
に
旅
を
し

て
い
る
か
の
よ
う
な

気
持
ち
に
な
れ
る
楽

し
い
お
話
で
し
た
。」

「
駅
舎
や
風
景
の
ス

ケ
ッ
チ
が
と
て
も
素

晴
ら
し
く
、
写
真
よ

り
も
リ
ア
ル
に
感
動

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。」
と
い
う
ご
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会




